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ですから、あなたがたは⾏って、 
あらゆる国の人々を弟子としなさい。 
父、子、聖霊の名において 
彼らにバプテスマを授け、 
わたしがあなたがたに命じておいた、 
すべてのことを守るように教えなさい。 
⾒よ。わたしは世の終わりまで、 
いつもあなたがたとともにいます。マタイ28:19-20 

「わたし自身、あなたがたのために⽴てている計画をよく知っているー主
のことばー。それはわざわいではなく平安を与える計画であり、あなた
がたに将来と希望を与えるためのものだ。」（エレミヤ29:11） 

6月27⽇、2年ぶりに開催された教役者総会の席上、下村師が急性⼤動脈解離を発症し、救急搬送され
ました。幸い、会場で多くの先⽣⽅が祈ってくださり、祈りの輪はすぐさま全国各地に広げられました。
主がすべてを最善に導き、奇跡的にいのちが守られました。主の御名をあがめます。 

 働きが軌道に乗り出した矢先の試練ではありましたが、TCCメンバーにとっては、諸教会に祈られ、支
えられている恵みを実感する時となっています。いつも忠実にご支援くださる皆様に心から感謝し、近況
をご報告いたします。 

 下村師が⼊院となった翌週から途切れることなく説教者が与え
られ、⼤きな励ましとなっています。メッセンジャーの先⽣⽅は
聖⽇午前中のご奉仕を終え、都心まで移動、慣れない場所で夕⽅
5時半から、⼒強くみことばを取り次いでくださっています。こ
の場をお借りして、改めて心より感謝いたします。 

 TCCメンバーにとっても、こうして応援に来ていただけること
は、一地⽅教会の枠を超えてこの働きが進められていること、そ
れも私たちの想像をはるかに超えた⽅法でなされていることを実
感する機会となっています。 

牧師不在の期間、牧会祈祷は「みんなで祈る教会の祈り」に変
更しました。心合わせて祈る中で、昨年のTCC年間聖句が思い起
こされました。「一つの部分が苦しめば、すべての部分がともに
苦しみ、一つの部分が尊ばれれば、すべての部分がともに喜ぶの
です。」（Ⅰコリント12:26） 

下村師は、感謝なことに9月4⽇から礼拝に復帰し、牧会祈祷
と祝祷をさせていただいています。今回は命にかかわる⼤手術
だったこともあり、副作用として声帯を痛めてしまい、まだ十分に発声ができません。しかし、その他の
⾯では牧会に関わる働きができるようになってきています。声帯回復のために、よき治療と出会えますよ
う、どうぞお祈りください。 



7月18日、新木場公園BBQ会場に35名が集まりまし
た。その中の約2割ほど、友人、知人が参加してくれ
ました。トウモロコシを⼤量に茹でて来てくれた
人、根気よく火を起こす人、焼きそばの味付けにこ
だわる人、⼦どもの先頭に⽴って⾍取りをする
人…、みんなの賜物が集まりました。合気道教室で
知り合ったファミリーも参加し、「男の⼦って、ほ
んとわからないわよねぇ〜」と⼦育て談義にも花が
咲きました。教会の交わりが地域の「居場所」の一
つとなってくれたらうれしいです。 

礼拝場所について導きを求める
中、ある会議室(時間借り)に固定
し、継続的に利⽤することでコア
メンバーの全員が一致しました。
ところが、その場所を拠点にした
今後の展開に夢ふくらませていた
矢先、神さまは「いいや、あなた
がたに与えている場所はそこでは
ない」と明確に示されたのです。当初は振り出しに戻ったようにも感じていましたが、今は新たな局
⾯へとさらに一歩前進したと主の不思議な平安の内に確信しています。引き続き、銀座キャピタルホ
テルをメインの会場としつつ、よりふさわしい場所を祈り求めます。湾岸エリアのファミリーも集い
やすいロケーションで、70名ほどがゆったり礼拝でき、kidsミニストリーの小部屋も併設されている
ような場所と出会えますよう、お祈りをよろしくお願いいたします。 

＊教会につながる方が起こされますように。       
＊下村師の回復のために。 
＊説教に来てくださる先生方のために。 
＊賛同教会がさらに与えられ、宣教の祝福にともにあずかれるように。 
＊運営委員のために。 （⽴川:高橋秀典、浦和:坂野慧吉、宇治:高橋正則、 
                     ⼤治:服部真光、広島:北野献慈） 

いつも尊い献⾦を⼼より感謝いたします。 
①ゆうちょ銀⾏︓トウキョウトシンミニストリー 
 ⼝座︓86711781（ネットバンキング⼝座︓8671178） 

記号︓10190 店番号︓018 
②三菱UFJ銀⾏︓東京都⼼ミニストリー高橋秀典  
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皆様からたくさんのお⾒舞いをいただき、清泉寮＠⼭梨でゆっくりと静養することができ、感謝で
した。⾞窓からたくさんのぶどう園が⾒えたことを思いだし、kidsミニストリーで♪主はぶどうの
木を賛美し、お話ししました。ぶどうの木であるイエスさまにつながるとはどういうことなのだろ
う…、改めて問われました。 

下村師が救急搬送される途中、「同乗してくださった髙橋委員⻑に『詩篇23篇を読んでくださ
い』と言いたかったけど、痛みで苦しくて声が出なかった。でも覚えていた詩篇23篇を思い巡ら
すことができた。」とのこと。普段からみことばを⼼に蓄え、どんなときもイエスさまと手をつな
ぐくらいに仲良くしていければ…。なぜならイエスさまは私たちを決してあきらめないお方だか
ら。「わたしにとどまりなさい。わたしもあなたがたの中にとどまります。」（ヨハネ15:4） 

これからもこの主に信頼しつつ歩ませていただきます。引き続き応援と祈りをよろしくお願いいた
します。（ぶどうの写真は撮れず、残念︕） 


